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しなければならない。
　第５点は，「社会の状況」と「時代の変化」
の観点である。激変する社会状況を捉えた教育
が求められている。「教職実践演習」に，学校
教育を扱う「社会」の範囲だけでなく，生涯学
習が扱う「社会」の範囲も考慮に入れた学習が
必要だと思われる。特に，スマホやネット等と
子どもとの関わりは注視される事項の一つであ
る。
　このように，子どもに関わる教員は，学校内
に限らず，家庭（保護者等），地域，社会等，
子どもに対する幅広い味方が重要である。つま
り，学校教育が扱う「社会」と共に，生涯学習
が扱う「社会」の視点も加える必要性がある。
同時に，教員を目指す学生が，学校内外におけ
る自由な子どもとの関わりや体験が大切であ
る。
　今後，「教職実践演習」を具体的にどのよう
に展開すべきか，この内容や方法で効果がどの
程度あるのか，多方面の角度から演習プログラ
ム開発が希求される。また，こうした授業研究
を積み重ね，演習の方法論の確立にも努めてい
きたい。同時に，筆者はこれまで行ってきた，
国際標準の学力を目指した「キーコンピテン
シー（主要な能力）」や「ESD（持続可能な開
発のための教育）」等をキーワードにした研究
（齊藤2009a, 2009b, 2014）に加え，学校教育及
び生涯学習・社会教育の両面から実践的な人材
育成研究を行いたい。
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